
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成３０年３月分） 

平成３０年５月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●「２０１８～２０２３年ＢＨ外交戦略文書」の採

択（１３日） 

 １３日、大統領評議会は、「２０１８年～２０２

３年ＢＨ外交戦略文書」を採択した。同外交戦

略は、２００３年に採択され、ＢＨ外交方針の

基本原則、方向性及び優先順位を示す唯一

の文書であった「ＢＨ外交の基本方針」を１５

年ぶりに更新・置換するもの。①安全と安定、

②経済発展、③自国民保護と国際法的協力、

④ＢＨの宣伝促進の４つの柱で構成され、こ

の戦略を基に外務省は２年ごとにアクション・

プランを作成し、外交を進める。なお、ＥＵ及び

ＮＡＴＯへの加盟は、①安全と安定の柱のメイ

ンと位置付けられている。 

 

●「クロアチア系問題の解決」学術会議の開

催（１５～１６日） 

 １５～１６日、クロアチア民族評議会（ＨＮＳ）、

クロアチア科学・芸術アカデミーＢＨ等の共催

による「欧州国家ＢＨに向けたクロアチア系問

題の解決」と題した学術会議がネウムにおい

て開催され、チョービッチ大統領評議会メンバ

ー（クロアチア系）、ＨＮＳ幹部、クロアチア系

学術関係者など３５０名以上が出席した。 

 

●大統領評議会議長の交代（１７日） 

 １７日、イゼトベゴビッチ大統領評議会メンバ

ー（ボシュニャク系）が、チョービッチ・メンバー

（クロアチア系）に代わり、同評議会の議長に
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就任した。 

 大統領評議会は、各主要民族代表３名によ

る８か月毎の輪番制を採っており、イゼトベゴ

ビッチ議長の任期は２０１８年１１月１６日まで。

但し、１０月に予定される大統領評議会選挙

の結果を受けた新評議会の発足がこれより早

い場合は、任期が短縮される。 

 

●ＩＴＡ、増税による歳入分配をめぐり対立（２２

日） 

 ２２日、間接税庁（ＩＴＡ）はモスタルにおいて

運営委員会会合を実施した。本年２月に、高

速道路の建設費用に充てることを主要目的と

して施行された燃料税増税法による増収分を

含む高速道路歳入３，７２０万ＫＭ（約１，９００

万ユーロ）の配分につき協議したが、その配

分方法をめぐりＲＳとＢＨ連邦が対立し合意出

来ず。結果的に、両エンティティ及びブルチュ

コ特別区の全構成地域に対し、高速道路建設

向け同税収分の配分が全額見送られることと

なった。 

 

●ＢＨ刑事訴訟法に対する違憲判決の履行を

めぐる攻防（２０～２２日） 

 ２２日、ＢＨ憲法裁判所は会合を実施したが、

同裁判所が２０１７年６月に出し、まだ履行さ

れていないＢＨ刑事訴訟法に対する違憲判決

への対応は見送られた。通常このような場合、

該当条項を無効化もしくは削除する決定を行

うが、今回該当するのが検察庁による新規起

訴の根拠となる条文のため、その重要性を鑑

み３月から同決定が見送られており、議会に

よる改正が待たれている。 

 一方議会では、２０日に同法案に関するＨＤ

Ｚによる改正法案がＢＨ議会両院に提出され

ており、２１日には、ＳＤＡ議員団提出の改正

法案がＢＨ議会下院の第二読会において緊

急審議手続きにより承認された。しかし、両党

共に歩み寄る姿勢は見せておらず、動向が注

目されている。 

 

 （２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ独立記念祝賀行事を開催（１日） 

 １日、ＢＨ連邦においてＢＨ独立記念祝賀に

関する各種行事が開催された。一方、ＲＳは

例年の通り、同日を祝日扱いとしなかった。 

 

●トゥズラ・カントンにおいて元 SDA 議員らが

新党立上げ（４日） 

４日、トゥズラ・カントン政府の交代を支持し

除籍になった元ＳＤＡ議員等が立ち上げた民

主行動運動（ＰＤＡ，Ｍｏｖｅｍｅｎｔ ｆｏｒ Ｄｅｍｏ

ｃｒａｔｉｃ Ａｃｔｉｏｎ）が、新党結成会合を実施。Ｓ

ＤＡの全国党プログラム会議の同日である２４

日には、初の党大会を実施し、約３，０００名

が参加した。 

 一方、トゥズラ・カントンの政府転覆の黒幕だ

と言われているクキッチ副党首は、１６日のＳ

ＤＡ幹部会において正式に除籍となった。 

 

●ＢＨ連邦議会の開催につき与党代表者らが

会合（６日、１３日、２０日） 

 ６日、チャバラＢＨ連邦大統領（ＨＤＺ）は、Ｂ

Ｈ連邦議会会合が１月末から開催されていな

いこう着状態につき、同議会与党の代表者ら

と会合を行ったが、結論は出ず。翌１３日に会

合を持つも同様の結果になり、次の２０日の

会合には、ＳＤＡは、２４日の党会合で同問題

に関する立場を決めるとして、参加を見送っ

た。 
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●モスタル市議会選挙につき主要政党が会

合を継続（１６日、２９日） 

 １６日、２月２６日に引き続き、モスタルにお

いて、ＢＨ主要政党９党の地元代表が２００８

年以来実施されていないモスタル市議会選挙

問題の解決につき、国際社会の同席の下で

協議を行った。しかし、再びＨＤＺとＳＤＡが互

いに譲らず具体的な協議に至らなかった。２９

日に再び会合を持ち、ＳＤＡが提案している副

市長の導入等につき、今後協議を行うことで

同意。 

 

●サラエボ・カントン首相の罷免（１９日） 

１９日、サラエボ・カントン議会は、コナコビッチ

同カントン首相に対する不信任投票を行い、

賛成多数により同首相を罷免した。２２日、Ｓ

ＤＡ幹部会の提案によりゾリ現ＢＨ連邦道路公

団取締役が次期首相候補として正式指名され

た。 

 罷免されたコナコビッチ元首相は、在任中に

推し進めた公営企業の癒着体質改革をめぐり

ＳＤＡ本部と対立し、２月にＳＤＡを離党し、３月

１２日には新党「人民と正義（Ｐｅｏｐｌｅ ａｎｄ Ｊ

ｕｓｔｉｃｅ）」の結成を発表している。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●スレブレニツァ市議会、ドディックＲＳ大統領

に勲章を授与（５日） 

５日、スレブレニツァ市議会は、ドディックＲ

Ｓ大統領に本年の同市の最高功労者勲章を

授与することを決定し、ボシュニャク系議員は

議場を退出した。 

１１日、スレブレニツァ市の日祝賀行事が開

催され、ブリン・セルビア国防相出席の下、ド

ディック大統領に対し勲章の授与式を実施し

た。 

 

●チェトニック・メンバーが集会を実施（１３日） 

 １３日、ビシェグラード市において、同市退役

軍人会及びチェトニック（注：セルビア系民族

主義組織）のメンバー等が集まり、第二次世

界大戦時のチェトニックのリーダーであったミ

ハエロビッチの逮捕から７２周年の集会を実

施した。参加者はチェトニックの旗を掲げ、街

の中心で追悼の花輪を手向けた。 

 

●「夜の狼」の「ロシアー西バルカン・ツアー」

ＲＳに到着（２１日） 

 ２１日、露のバイカー・クラブ「夜の狼」のメン

バー約２０名が、セルビアのベオグラードから

９日間で西バルカンをめぐるツアーの一環で、

ＲＳのビイェリナ市に到着。その後、バニャ・ル

ーカ市、ドボイ市を訪問したが、ドディック RS

大統領とは面会せずに、２３日に再びセルビ

アに向けて出発した。 

同クラブは東欧諸国や独に支部を持つ２０

数名のバイカーのグループであるが、実態は

プーチン大統領体制における露の愛国心を宣

伝促進する組織であると言われており、２０１

４年にはクリミアの分離をめぐり米国財務省の

ブラックリストに掲載されている。一方で、ドデ

ィックＲＳ大統領は同グループとの関係を強め

ており、メクティッチ治安相が同ツアーに懸念

を表明した他、ＢＨ国境警察は同グループ代

表及びバルカン支部長がＢＨの入国禁止対象

である旨発表し、同グループのＲＳ訪問に注

目が集まっていた。 

 

●ＲＳ最高監察官に代行の元財務次官補を

任命（２２日） 

 ２２日、ＲＳ国民議会は、ＲＳ政府による赤字

額の間違いを指摘して政府と対立し、昨年８
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月に辞任したＲＳ最高監察官の後任として、ラ

ドゥキッチ元財務次官補を、副監察官にトゥル

ニニッチ現ＲＳ郵便公社執行役員を任命した。 

 前監察官の辞任をめぐっては、ＲＳ与野党が

衝突をし、与党が警察を動員して野党を締め

出す騒ぎになった他、代行の任命においても、

ＲＳ監査法で同職の代理は認められておらず、

かつラドゥキッチ氏は財務省職員（当時）であ

り利益相反であるとして野党が強硬に反対を

続けていた。 

 

●ＲＳのボシュニャク系及びクロアチア系が次

期選挙に向けて合意（２８日） 

 ２８日、スレブレニツァにおいて、ドゥラコビッ

チ前スレブレニツァ市長の呼びかけにより、

RS のボシュニャク系及びクロアチア系政党が

会合を実施し、１０月の国政選挙では、ＲＳ内

での共同候補者リストで臨むことを決定した。 

 

ウ ブルチュコ特別区 

●境界画定調整官らのブルチュコ訪問（７～８

日） 

７－８日、ウィリアムソン・ブルチュコ内エン

ティ境界画定調停官及びハーン副上級代表

兼ブルチュコ特別区監理官が、ブルチュコ特

別区１８周年の祝賀行事に合わせて同特別区

を訪問し、ミリッチ同特別区市長等と会談を行

った。会談中、ハーン監理官は、ミリッチ市長

に対し、２０１８年予算及びブルチュコ河川港

の現代化プロジェクトの採択を優先課題として

取り組むよう求めた。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プ

ロセスを含む） 

●ＢＨ、セルビア、クロアチアによる３か国会

合（６日） 

 ６日、モスタル市において、ＢＨ、セルビア、

クロアチアの３か国の大統領による会合が開

催され、西バルカン地域へのＥＵ拡大や国境

画定を始めとする二国間問題等が協議された。

また、今回の会合には、３か国の外相も同行

しており、外相間の会合も開催された。 

  

●西バルカン外相会合の実施（１６日） 

 １６日、サラエボにおいて、ＢＨ、セルビア、モ

ンテネグロ、マケドニア、コソボ及びマケドニア

の６か国による西バルカン外相会合が開催さ

れ、西バルカンの地域協力へのコミットメントと

欧州統合への決意を新たに確認する旨の共

同声明に署名を行った。同会合は、６月にロン

ドンにおいて行われるＥＵ西バルカン首脳会

合の準備会合として位置づけられ、６か国の

外相に加え、ダニエルソン欧州委員会近隣政

策・拡大交渉局長、ザハリエヴァ・ブルガリア

外相及びダンカン英国外務省閣外相等が参

加した。 

  

（２）二国間関係 

●ＢＨ・イラン外相会談（２日） 

 ２日、ツルナダク外相はＢＨを訪問中のザリ

ーフ・イラン外相と会談を行い、二国間関係及

び地域情勢を協議した。また、外務省間の政

務協議の再開が合意された他、二国間の査

証体制や直接送金等の案件が話し合われ

た。 

 

●ジョージア外相のＢＨ訪問（５～６日） 

 ５～６日、ジャネリゼ・ジョージア副首相兼外

相がＢＨを訪問し、ツルナダク外相及びイゼト

ベゴビッチ大統領評議会メンバーと個別に会
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談を行った。外相会談においては、現在は年

間５０万ユーロに満たない貿易額の増加を始

めとした経済関係の改善を念頭に、二国間関

係の強化に関する覚書を締結した。 

 

●ＢＨ閣僚団のマケドニア訪問（１１～１２日） 

 １１～１２日、ズビズディッチ閣僚評議会議長

（首相に相当）率いるＢＨ閣僚団はマケドニア

を訪問し、ＢＨ・マケドニア首相会談及び合同

閣議を実施した。会談では、二国間関係の促

進や欧州統合、貿易、西バルカン地域協力な

どについて協議した。また、閣議では、ＢＨ及

びマケドニア市民に対し身分証のみで相互の

往来を可能とする合意、及び教育の相互促進

に関する協定が署名された。 

 

●トルコ首相等のＢＨ訪問（２９～３０日） 

２９～３０日、ユルドゥルム首相率いるトルコ

政府代表団がＢＨを公式訪問し、ＢＨ・トルコ

合同閣議に加え、大統領評議会とも会談を行

った。合同閣議では、トルコが融資を行うサラ

エボ・ベオグラード間の高速道路建設に関し

ても協議を行った。ユルドゥルム首相は、今回

の訪問が本年中頃に予定されるエルドアン大

統領のＢＨ訪問に向けた準備であったことを

強調した。 

３．経済 

（１）経済政策、公共事業 

●ＢＨ、欧州における投資の費用対効果面第

３位を獲得 

 フィナンシャル・タイムズ傘下のｆＤｉは「欧州

の都市及び地域の未来２０１８－２０１９」を発

表し、ＢＨは、投資における費用対効果に将

来性のある中規模地域（ＢＨ全土が同規模に

該当）において第３位を獲得した。都市別のラ

ンキングでは、同じく費用対効果面で、ビイェ

リナ市、プリイェドル市の他、ズボルニク市が

５位以内にランクインした。 

 

●ＢＨ政府、ＢＨディアスポラのためのポータ

ルサイトの立ち上げ（２２日） 

 １２日、人権難民省はスイス政府、ＵＮＤＰ及

びＩＯＭとの共同プロジェクトの一環として、世

界に拡散するＢＨディアスポラとの相互のコミ

ュニケーションを目的としたサイトを立ち上げ

た（ｈｔｔｐ：／／ｄｉｊａｓｐｏｒａ．ｍｈｒｒ．ｇｏｖ．ｂａ／）。

同サイトでは、ディアスポラに対して様々な資

料を配付する他、政府案件や入札情報を公開

し、また彼らの意見を取り入れる機能も設けて

いる。政府は、ディアスポラの持つ情報や意

見、技術を吸収し、公共政策や移民方針に反

映することがＢＨの経済発展に好影響を及ぼ

すと見ている。 

  

（２）経済協力 

●ＢＨ初のウィンド・ファームが稼働を開始（１

４日） 

 １４日、ＢＨ南西部トミスラブグラド市のメシホ

ビナにおいてＢＨ初のウィンド・ファームの稼

働式が開催された。同ファームは、Ｅｌｅｋｔｒｏｐｒｉ

ｖｒｅｄａ ＨＺＨＢが２００４年に開始したウィン

ド・ファーム１０カ所の建設・改修プロジェクト

のうちの３カ所にあたり、プロジェクト費用の大

半は、独政府による総額８，２００万ユーロの

支援（７，２００万がユーロ借款、１，０００万を

無償支援）が充てられている。今回の稼働し

たファームは、２２基のタービンを装備し、年間

１６５ＧＷｈを発電する。 

 

●中国、経済・技術協力に２億元を供与（２０

日） 
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 ２０日、ベバンダ副首相兼財務相は、Ｃｈｅｎ 

Ｂｏ中国大使と、２億元（約２，６００万ユーロ）

相当の中国による経済及び技術協力無償供

与契約に署名を行った。同相によると、中国と

は２０１７年にも４，９００万ユーロ相当の同様

の無償供与契約を締結しており、BH 国境警

察の装備購入に充てられたという。今回の無

償資金の使用方法は、今後、ＢＨ閣僚評議会

と中国側の交渉によって決定される。 

 

（３）民間セクター 

●アルセロール・ミッタル社、創業以来最大の

改修開始を発表（２３日） 

 ２３日、ＢＨ最大の鉄鋼メーカーであるアルセ

ロール・ミッタル社は、近く７，５００万ＫＭ（約３，

８３０万ユーロ）を投入し、１９８９年以来最大

規模となるオーバーホールを開始する旨発表

した。期間は６月末迄を予定しており、高炉の

オーバーホールだけでなく、１５－２０年のプラ

ントの延命化及び環境基準適合に関する改

修も行われる。 

 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


